
平成26年度オリエンテーション＠安曇野平成26年度オリエンテーション＠安曇野

平成25年度 会計報告

前年度繰越金
終身会費
総会寄付
会報寄付
懇親会費
雑収入

収入の部

合計

支出の部

¥3,936,512
¥1,280,000
¥205,000
¥204,340
¥312,000
¥514

¥5,938,366 合計 ¥5,938,366

通信費
事業費
事務費
会合費
慶弔費
次年度繰越金

¥329,846
¥1,131,827
¥10,582
¥50,479
¥10,000

¥4,405,632

第31回 測志会 総会・懇親会のご案内

同期生お誘い合わせの上、多数ご参加ください

日    時 : 平成26年 6月28日（土）17時30分から
場    所 : ホテル大阪ベイタワー　４階「金枝の間」
           （地下鉄中央線・ＪＲ　弁天町駅直結）
懇親会費 : 平成20年度以前の卒業生 5,000円
             ※近畿外在住         3,000円
           平成21～25年度の卒業生 3,000円
           在校生                 2,000円
           （当日、会場受付でお支払いください）

　
測
志
会
会
員
の
皆
さ
ん
こ
ん
に

ち
は
。
37
年
間
在
職
し
た
近
測
を

退
職
し
て
か
ら
8
年
経
ち
ま
し
た
。

今
年
、
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
の

演
習
に
つ
い
て
の
打
診
が
、
山
田

先
生
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な

科
目
の
話
は
や
っ
た
こ
と
が
な
く
、

前
任
者
の
シ
ラ
バ
ス
を
拝
見
す
る

と
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
い
の
で
、

一
旦
断
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
使

用
さ
れ
て
い
た
教
科
書
「
空
間
情

報
工
学
概
論
」
（
日
測
協
）
の
中

で
、
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
の
学

生
用
ソ
フ
ト
と
し
て
懐
か
し
い

MultiSpec

（
米
国Purdue

大
学

開
発
）
が
偶
然
に
も
説
明
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
昔
、
あ
る
学
会
支
部

に
お
い
て
ビ
ク
ト
リ
ア
大
学
の
先

生
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ

演
習
がMultiSpec

で
開
催
さ
れ

た
際
、
私
は
そ
れ
を
拝
聴
し
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

教
科
書
の
空
間
情
報
工
学
は
知
ら

な
い
内
容
で
は
な
く
、
そ
の
授
業

を
引
き
受
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
と
写
真

測
量
と
は
関
連
が
あ
り
、
写
真
測

量
学
会
の
論
文
集
は
「
写
真
測
量

と
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
」
と
い

う
機
関
誌
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

写
真
測
量
は
19
世
紀
に
写
真
の
発

明
に
よ
り
地
図
作
成
が
始
ら
れ
、

さ
ら
に
衛
星
を
利
用
し
た
リ
モ
ー

ト
セ
ン
シ
ン
グ
は
１
９
６
２
年
地

球
資
源
衛
星
が
打
ち
上
げ
ら
れ
た

こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
１
９
６
９

年
当
時
、
私
が
写
真
測
量
を
習
っ

た
時
に
は
、
既
に
リ
モ
ー
ト
セ
ン

シ
ン
グ
と
い
う
言
葉
は
あ
り
ま
し

た
が
、
専
門
分
野
は
ま
だ
空
中
写

真
判
読
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
当
時
、
満
州

で
は
ド
イ
ツ
ツ
ァ
イ
ス
社
の
図
化

機
ス
テ
レ
オ
プ
ラ
ニ
グ
ラ
フ
Ｃ
５

に
よ
り
地
形
図
が
作
成
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
米
軍
は
フ
ェ
ア
チ
ャ

イ
ル
ド
社
の
長
焦
点
レ
ン
ズ
（

f=30

、60cm

）
の
航
空
カ
メ
ラ
で

の
航
空
写
真
を
撮
影
し
、
日
本
の

ダ
ミ
ー
の
戦
車
や
木
製
の
ゼ
ロ
戦

を
空
中
写
真
判
読
で
見
破
り
、
我

が
国
を
敗
北
へ
と
導
い
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
判
読
は
人
間
の
眼
に
よ
る
ア
ナ

ロ
グ
的
手
法
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
は
、
処
理

ソ
フ
ト
を
用
い
て
デ
ジ
タ
ル
画
像

を
統
計
的
に
分
析
し
、
地
球
上
の

現
象
で
あ
る
、
温
暖
化
、
植
生
分

布
、
土
地
分
類
調
査
な
ど
を
行
っ

て
、
住
み
や
す
い
環
境
に
寄
与
す

る
も
の
と
さ
れ
ま
す
。
こ
の
一
年

間
は
、
こ
ん
な
話
を
中
心
に
行
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
測
志

会
会
員
の
皆
様
が
た
の
益
々
の
ご

発
展
と
ご
多
幸
を
祈
り
ま
す
。

元
校
長    

小 

林  

和 

夫

リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
の
演
習

　
情
報
測
量
学
科
２
年
の
森
祐
貴

君
と
古
澤
幸
輝
君
と
話
す
機
会
を

得
た
。
「
ど
う
？
測
量
っ
て
お
も

し
ろ
い
？
」
と
二
人
に
話
し
か
け

る
と
、
二
人
は
お
互
い
に
見
つ
め

合
い
な
が
ら
、
少
し
間
が
あ
っ
て

「
・
・
・
地
図
が
仕
上
が
っ
て
く

る
と
面
白
い
で
す
」
と
森
君
。
ウ

ン
、
ウ
ン
と
頷
く
古
澤
君
。
返
答

ま
で
の
こ
の
少
し
の
間
が
わ
た
し

に
は
非
常
に
興
味
が
あ
る
。
ど
の

よ
う
に
答
え
よ
う
か
と
彼
た
ち
は

迷
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ

と
も
測
量
は
お
も
し
ろ
く
な
い
の

だ
ろ
う
か
。
ど
う
や
ら
答
え
は
前

者
の
方
で
あ
っ
た
。
突
然
の
校
長

か
ら
の
質
問
に
ど
の
よ
う
な
切
り

口
で
答
え
よ
う
か
と
素
直
に
考
え

て
い
る
様
が
清
々
し
い
。
「
夏
の

暑
い
時
期
で
の
作
業
は
キ
ツ
イ
で

す
が
、
地
図
が
で
き
る
と
達
成
感

が
あ
っ
て
嬉
し
い
で
す
よ
」
声
が

大
き
く
な
っ
て
き
た
。
「
で
も
、

本
当
は
暑
い
中
で
は
器
械
は
重
た

い
で
す
」
か
ぶ
せ
る
よ
う
に
古
澤

君
が
「
ま
だ
ま
だ
ヘ
タ
で
す
か
ら

何
を
す
る
の
も
時
間
が
か
か
る
ん

で
す
よ
。
汗
、
か
き
っ
ぱ
な
し
」

「
実
習
は
ど
う
？
」
古
澤
君
は
「

一
年
を
通
じ
て
夏
の
大
和
川
で
の

水
準
実
習
は
一
番
キ
ツ
イ
で
す
よ
。

地
獄
で
す
」
、
森
君
は
「
暑
く
て

蜃
気
楼
が
見
え
る
ん
で
す
よ
。
だ

か
ら
、
計
算
が
で
き
な
い
」
「
ボ

ォ
ー
と
し
て
、
器
械
が
倒
れ
そ
う

に
な
る
。
そ
れ
に
気
に
し
て
周
り

の
自
分
の
荷
物
が
飛
び
散
る
ん
で

す
」
次
々
に
出
る
失
敗
談
に
校
長

室
は
爆
笑
の
嵐
。
時
々
、
教
室
を

覗
き
に
行
く
が
古
澤
君
は
よ
く
寝

て
い
る
。
「
イ
ヤ
！
？
寝
る
の
は

わ
か
り
に
く
い
時
だ
け
で
す
。
興

味
の
あ
る
授
業
は
寝
ま
せ
ん
よ
」

す
か
さ
ず
森
君
が
「
起
こ
す
ん
で

す
け
ど
、
す
ぐ
寝
る
ん
で
す
よ
」

「
後
で
森
君
に
教
え
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
」
（
笑
）
「
教
室
で
は
ず

ー
っ
と
隣
な
ん
で
す
よ
彼
は
」
森

君
。
「
隣
で
え
え
や
ん
」
「
イ
ヤ

や
、
あ
っ
ち
へ
行
け
」
二
人
は
中

が
い
い
よ
う
だ
。

　
森
君
は
鹿
児
島
出
身
で
将
来
は

土
地
家
屋
調
査
士
を
目
指
し
て
い

る
。
古
澤
君
は
大
阪
出
身
で
お
父

さ
ん
が
勤
務
し
て
い
る
測
量
会
社

に
就
職
を
希
望
し
て
い
る
。
成
績

は
森
君
が
上
位
で
古
澤
君
が
真
ん

中
あ
た
り
だ
と
か
。
「
一
人
前
の

測
量
士
に
な
れ
る
で
し
ょ
う
か
」

古
澤
君
の
瞳
が
マ
ジ
に
な
っ
た
。

「
蟻
の
思
い
も
天
に
届
く
」
「
は

ぁ
？
？
」
弱
小
な
者
で
も
、
一
心

に
努
力
し
て
願
え
ば
、
希
望
を
叶

え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
た
と

え
で
す
。
「
ボ
ク
は
蟻
で
す
か
？

」
（
笑
）
二
人
は
い
つ
頃
か
ら
そ

ん
な
に
仲
良
く
な
っ
た
の
？
古
澤

君
が
身
を
乗
り
出
し
て
「
実
は
、

２
年
前
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

で
一
緒
に
な
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ

れ
も
隣
同
士
で
」
「
そ
う
や
な
ぁ

ー
あ
の
時
か
ら
や
」
と
森
君
。
「

で
、
ク
ラ
ス
も
席
は
隣
同
士
。
常

に
一
緒
や
ね
ん
」
古
澤
君
の
白
い

歯
が
光
る
。
森
君
が
「
最
悪
や
」

「
な
ん
で
や
ね
ん
、
喜
ん
で
や
。

祐
貴
が
成
功
し
て
も
友
情
は
変
わ

ら
ず
に
。
オ
レ
も
成
功
し
た
い
な

ぁ
ー
」
古
澤
君
へ
。
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
受
賞
者
の
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ

の
言
葉
に
「
神
様
は
私
た
ち
に
、

成
功
し
て
ほ
し
い
な
ん
て
思
っ
て

い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
挑
戦
す
る
こ

と
を
望
ん
で
い
る
だ
け
よ
」
と
言

っ
た
言
葉
を
贈
り
ま
す
。

校 

長    

濵 

口  
栄

近
畿
測
専
で
の
友
情
は
い
つ
ま
で
も
続
く

　
昭
和
51
年
夏
、
測
量
の
学
生
ア

ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
こ
ろ
、
同

僚
ア
ル
バ
イ
ト
の
Ｈ
君
か
ら
「
今

年
大
阪
に
出
来
た
測
量
専
門
学
校

に
来
年
一
緒
に
行
か
な
い
か
。
」

と
誘
わ
れ
ま
し
た
。
当
時
、
測
量

に
そ
れ
程
興
味
が
無
か
っ
た
私
は
、

誘
い
を
断
り
ま
し
た
が
、
後
に
そ

の
測
量
会
社
に
就
職
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
約
10
年
、

主
に
表
示
登
記
業
務
、
宅
地
開
発

設
計
業
務
に
従
事
し
た
後
、
友
人

ら
と
建
築
、
土
木
設
計
・
測
量
業

の
会
社
を
設
立
。
そ
し
て
35
歳
の

時
に
独
立
開
業
。
独
立
と
は
言
っ

て
も
、
民
間
が
対
象
の
個
人
の
測

量
・
土
木
設
計
業
で
す
。
し
か
し
、

測
量
に
つ
い
て
は
、
技
術
、
知
識

不
足
で
し
た
の
で
、
基
礎
か
ら
勉

強
し
よ
う
と
入
学
し
た
の
が
、
あ

の
時
Ｈ
君
に
誘
わ
れ
た
専
門
学
校
、

「
近
畿
測
量
専
門
学
校
」
で
し
た
。

（
注
：
昭
和
51
年
に
日
本
写
真
専

門
学
校
と
分
離
独
立
）

　
測
量
に
携
わ
っ
て
三
十
数
年
が

過
ぎ
ま
し
た
が
、
そ
の
間
の
測
量

環
境
に
は
大
き
な
変
化
が
あ
り
ま

し
た
。
Ｏ
Ａ
、
測
量
機
器
の
高
性

能
多
機
能
化
と
低
価
格
化
、
デ
ジ

タ
ル
化
や
、
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
測
量
等
の

技
術
革
新
、
そ
し
て
測
量
就
業
人

口
の
推
移
で
す
。

　
測
量
就
業
人
口
は
、
平
成
７
年

頃
か
ら
減
少
し
て
お
り
、
有
効
求

人
倍
率
は
、
一
般
事
務
の
０
・
２

８
倍
に
対
し
、
建
築
・
土
木
・
測

量
技
術
者
は
３
・
９
７
倍
だ
そ
う

で
す
。
今
後
も
人
口
減
少
と
少
子

高
齢
化
、
業
種
の
不
人
気
、
景
気

回
復
で
測
量
就
労
者
確
保
は
困
難

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
私
自
身
、
機

器
の
革
新
に
は
大
変
恩
恵
を
受
け

な
が
ら
も
、
革
新
技
術
に
つ
い
て

は
見
聞
き
す
る
ば
か
り
で
、
就
労

人
口
増
加
へ
の
寄
与
や
後
進
の
育

成
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の

意
味
に
お
い
て
は
、
進
歩
を
享
受

す
る
ば
か
り
で
、
社
会
へ
の
貢
献

度
は
低
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
只
、
日
々
の
業
務
で
は
、
自
分

な
り
に
経
験
・
知
識
・
情
報
を
活

用
し
、
多
少
で
も
、
依
頼
者
は
元

よ
り
業
務
施
工
地
域
に
も
役
に
立

つ
事
を
意
識
し
て
き
ま
し
た
。
私

の
業
務
に
お
い
て
測
量
成
果
は
、

記
録
目
的
を
除
き
、
表
示
登
記
や

設
計
、
施
工
、
調
査
等
の
資
料
と

な
る
事
か
ら
、
測
量
業
務
の
依
頼

や
相
談
に
は
、
最
終
使
用
目
的
や

登
記
、
設
計
、
施
工
方
法
等
の
要

因
を
確
認
し
、
内
容
、
方
法
、
精

度
等
に
つ
い
て
提
言
す
る
事
が
、

間
接
的
に
社
会
貢
献
の
一
歩
と
な

る
よ
う
に
思
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　
私
の
地
元
、
近
江
商
人
の
言
葉

に
、
売
り
手
良
し
、
買
い
手
良
し
、

世
間
良
し
、
の
「
三
方
良
し
」
と

云
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
今
後
も

こ
の
言
葉
に
沿
っ
て
、
自
分
な
り

の
社
会
貢
献
が
出
来
る
よ
う
、
日

々
業
務
に
従
事
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
測
志
会
会
員
皆
様
の

益
々
の
ご
発
展
と
ご
活
躍
を
祈
念

す
る
と
共
に
、
是
非
と
も
総
会
・

懇
親
会
に
ご
出
席
下
さ
い
ま
す
様
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

書 

記    

藤 

田  

明 

久

自
分
な
り
の
社
会
貢
献

〒546-0023
大阪市東住吉区矢田1-5-9

近畿測量専門学校 内
TEL : 06-6607-5650
FAX : 06-6607-8830

http://www.kinsoku.ac.jp/sokushikai/
Mail: sokushikai@kinsoku.ac.jp
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